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個人が持つデータを集めることなく機械学習を行う連合学習が注目されています。本展示では、データとモデルその
ものも秘匿できるモデル蒸留に基づく連合学習とその応用について紹介します。

連合学習：個人や組織が持つ機密性の高いデータを集めることなく学習したモデル
パラメータを集めることで機械学習を行う方法
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FedMD:Federated Learning with Model Distillation

非同期にモデル蒸留を行う
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●ポイント１
各サイトがそれぞれ
の規模に応じたモデ
ルを選択可能
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●ポイント２
公開データに対するモ
デル出力のみの集約で
通信量削減
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●課題
(a)通信量が大きい、(b)モデル構造をそろえ
る必要がある、(c)遅いサイトに引きずられる
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使用する公開データの量を各サイトごとに調整
Yuya Tsuruta 【IEEE SMC Hiroshima Chapter Presentation Award】and Keiichi Tamura:FLAM: Federated Learning based 
on Asynchronous model Distillation, Proceedings of 2025 IEEE 14th International Workshop on Computational 
Intelligence and Applications (IWCIA), pp. 30-36, 2025.
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